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2024 年度 事業報告 

① つき全体運営事業 報告 

 昨年の総会において、つきは 2024 年 4 月で 10 年となりましたと報告させていただきま

したが、その後理事会でお祝いの会を行いたいとの意見があがり、2025 年 2 月 22 日（土）

「NPO 法人ほっとすぺーす・つき 10 周年記念シンポジウム」と題して佐倉市・佐倉市教育

委員会・（株）東照電気の後援を受けて 10 周年記念式典を開催することできました。その内容

は、ボランティアさんによる日頃の活動報告と地域とつながるため、地域で活動されている団

体の代表の方に協力を頂き、「子どもも大人も元気になるには」と題してシンポジウムを行いま

した。半日をかけて、利用者さん、支援者さんを中心に当日は 80 名を超える皆さんが話に耳

を傾けてくださり、大盛況となりました。地域に受け入れられているという様子が垣間見えた

会であったと思います。また、記念ということで名前入りのボールペン 300 本を用意し、日

頃つきのために尽力くださる皆さんに感謝を込めてお渡しできたことは大いなる喜びであった

ことも報告させていただきます。 

 今年度はグッドガバナンス認証取得及び「認定」特定非営利活動法人の更新がありました。そ

のため、準備として一昨年より定款・就業規則・法人運営規程などの作成・整備から始まり過去

5 年分の振り返りを必要として数々の書類提出の準備を進めて参りました。そして、4 月 26 日

（金）グットガバナンス認証取得審査、10 月 11 日（金）「認定」特定非営利活動法人更新の

ため千葉県庁の評価審査に臨みました。 

その結果、グッドガバナンス認証は 2027 年 3 月までの更新がなされました。 

認定 NPO については千葉県庁による現地審査も無事に終えた段階にあり、この 5 月 13 日現

在、最終審査結果待ちです。 

1 年 365 日、今年度もつきは 250 日という日々をみなさんとつながるためにドアを開け続

けました。地域に受け入れられ、地域の方々の生活の一部となれるように願い「誰をも受け入れ

る」というつきの基本姿勢を保持し、また、更なる 10 年に向かって歩み続けてゆきます。 

②居場所づくり（こども支援）事業 

（ア） 居場所   平日 15 時～19 時  当法人事務所にて実施 担当スタッフ 6 人    

   

  

月 日数 幼児 小学生 中学生 高校生 大人 スタッフ

4月 15 0 0 0 0 4 53
5月 13 0 0 0 0 7 46
6月 9 0 0 0 0 9 29
7月 15 0 0 0 0 8 58
8月 14 1 4 1 1 4 44
9月 13 0 0 0 0 6 33

10月 13 0 0 0 0 15 46
11月 12 0 0 0 0 33 42
12月 13 0 0 0 0 6 40
1月 11 0 0 0 0 14 37
2月 12 0 0 0 0 74 46
3月 12 1 14 0 0 3 32

合　計 152 2 18 1 1 183 506

居　場　所
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６月１８日 ハラスメント研修    参加者  ６人 

７月２０日 ボッチャ大会      参加者 ４５人 

２月２２日 １０周年イベント    参加者 ８０人 

隔週 居場所スタッフミーティング 

    

（イ） 学習支援 毎週月曜日（水曜日以外 他の曜日も対応）１５時～１９時 

当法人事務所にて実施  担当スタッフ 5 人 

 

１．登録状況      ２６人 

２．利用のべ人数   ４８９人 

 

 

 

 

 

 

３．学校との連携状況（学校訪問） 

 ・学校長が新しく着任された学校・・・・・・・・ 臼井小・間野台小（５月２０日） 

 ・生徒の状況共通理解・・・・・・・・・・・・・ 臼井中（１０月２２日） 

 ・児童・生徒の状況理解・・・・・・・・・・・・・臼井西中（毎月１回）（事例に応じて） 

                         王子台小（毎月１回）（行事時） 

                         臼井中・間野台小（行事時） 

４．佐倉市・他の学習懇談会との連携参加状況 

 ・学習支援団体会議・・・・・・・・・・・・・・１０月２２日・２月５日 

 ・学習支援団体と子ども食堂支援団体会議・・・・３月４日 

 

５．ミーティング 

 ・学習支援員は、個々の支援にあたりその都度ミーティングを行っている。 

 ・児童の指導について、保護者（アフガン）との話し合いが行われた・・・・１１月１２日 

 

６．その他 

 ・今年度は学習支援担当が主催する行事はできなかった。 

 ・つきが行う事業に協力した事業は、ボッチャ（７月）、ピザづくり体験（８月） 

  クリスマス 太巻き体験（１２月）、つき１０周年式典（２月）うどん作り体験（３月） 

 

７．成果と課題 

 ・学習支援担当が地域で受け持った、学校評議員や民生委員活動を通して学校との連携を 

  スムーズに行うことが出来た。 

 ・つきに来なくなった生徒については、機会を通して学校との連携を行うことが出来た。 

  高校通学については、生徒より進学先の報告を受けた。また、高校に進学した生徒は、 

時々来室して状況を知らせてくれた。  

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

人数 25 47 61 56 33 31 46 51 41 42 40 16 489



3 
 

 ・外国籍児童生徒が多く、言葉の理解不足からか、行事や活動に積極的に参加しなかった。 

 ・クッキング活動についても、食生活の概念からなかなか参加が出来なかったばかりか、 

おやつの配布についても簡単ではなかった。 

 ・外国籍児童の学習支援を、現在ある学習ドリルで行ったことにより、学習の見通しがつい 

た。しかし、個々に学習ドリルをコピーするには、時間と経費を要すると考えた。これに 

より３月社協に学習ドリル購入を要望した。 

 ・次年度は、つきの教室を出て運動や遊びが展開できるよう計画をしたい。また、クッキン 

グ活動については、子ども食堂の担当者と話し合い協力して行えるようにしたい。 

 

 （ウ）子ども食堂   毎週水曜日 18：30～19：00 当法人事務所にて実施 

                      （協力ボランティア）スタッフ １８名 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――― 行 事 —―――― 

 

６月  ８日  ピザづくり       参加者    ９人 

３月２９日  手打ちうどんづくり    参加者  １３人 

毎月 さくらあったか食堂ネットワーク 定例会出席 

隔週 食堂ボランティアミーティング 

子ども広場食事提供 

助成金による農業体験 

  

  

月 日数 幼児 小学生 中学生 高校生 大人 スタッフ

4月 4 7 21 8 2 64 26

5月 5 11 38 9 1 89 36

6月 4 8 23 6 0 69 22

7月 5 10 26 6 2 79 27

8月 3 7 12 2 7 33 10

9月 4 11 35 5 2 74 24

10月 5 11 37 3 1 80 29

11月 4 9 41 5 2 76 30

12月 4 12 38 5 3 99 37

1月 4 15 32 3 6 99 28

2月 4 11 39 6 4 99 28

3月 4 16 45 6 6 98 27

合　計 50 128 387 64 36 959 324
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③集いの場提供事業     

（エ）手ぶらで書道 

第 1.3 火曜日 13：30～15：00 

 

― 行 事 — 

 

７月４日 

口と栄養の美味しい関係 講習会 

参加者  ２５人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オ）乙女の会              （カ）ケンコー麻雀 

第 1.3 木曜日 12：00～15：00    毎週金曜日１３：００～1５：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

月 日数 参加者 スタッフ

4月 2 9 4

5月 2 10 4

6月 2 10 4

7月 2 16 4

8月 2 16 4

9月 2 19 4

10月 2 22 4

11月 2 19 4

12月 2 19 4

1月 1 9 2

2月 2 19 4

3月 2 16 4

合　計 23 184 46

手ぶ 書道

月 日数 参加者 スタッフ

4月 4 30 8

5月 4 30 8

6月 4 28 8

7月 4 33 8

8月 4 46 6

9月 4 40 8

10月 3 33 5

11月 5 56 10

12月 3 35 6

1月 4 46 8

2月 4 51 8

3月 4 61 8

合　計 47 489 91

月 日数 参加者 スタッフ

4月 2 62 14

5月 2 59 14

6月 2 66 13

7月 2 47 12

8月 1 21 8

9月 2 55 12

10月 2 60 12

11月 2 55 16

12月 2 63 17

1月 1 33 9

2月 2 60 14

3月 1 39 9

合　計 21 620 150
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④子育て支援事業 

家庭訪問型子育て支援「ホームスタート・さくら」 

 

訪問について 

新規 11 ケース （2015 年開始より訪問件数 118 件） 

内、佐倉市からの委託事業 

佐倉市養育支援訪問事業         ０ 

佐倉市多胎妊婦等サポーター事業 ８ケース 

 

1.オーガナイザー（コーディネーター）に関すること 

１）ホームスタート・ジャパン 総会・勉強会 当会総会と重なり欠席 

２）千葉県３スキームとの情報交換会 開催なし 

３）子育てにっこりタイム・さくらの開催 毎週水曜日 

４）佐倉市へ保育ボランティア協力 

  ・ビーンズルーム ６回 

 

2.ホームビジター（訪問ボランティア）に関すること 

１）ホームビジター養成講座・産前産後ビジター養成講座 昨年度開催なし 

２）スキルアップ講座への参加 

  ・多胎児支援の対応について （佐倉市母子保健課開催） 参加 

 

3.周知活動に関すること 

１）佐倉市 新生児訪問セットにリーフレット同封・配布 

２）佐倉市 健康管理センター等にリーフレット設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ひきこもり訪問サポーター事業  

毎週水曜日 10:00～12:00 当法人事務所にて実施 
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⑤ひきこもり訪問サポーター事業 

●ひきこもり訪問サポーター事業 

 

スタッフ体制 

相談員 2 名 

サポーター ５名 

 

相談件数 新規１名、継続２名 

種  類 件 数（延べ人数） 

初回訪問 １ 

訪問継続（サポーター） 2 

家族相談 1 

計 4 件 

 

 

 

●勉強会等開催 1 回土曜日開催（90 分） 

  

日にち 内  容 講 師 等 

４月１３日 居場所カフェさくら 開催  

６月８日 こころとからだのケアについて 

 

八木三千代（キャリアデザイン研究所） 

吉田斎子（千葉大学） 

７月１３日 居場所について考える 八木三千代（キャリアデザイン研究所） 

泉宏子（ほっとすぺーす・つき） 

奥田朋子（ほっとすぺーす・つき） 

９月１４日 ひきこもりの理解と支援活動について 檜垣昌也（聖徳大学） 

10 月 12 日 支援機関について知ろう 小嶋典子 

（まつど地域若者サポートステーション） 

11 月 16 日 医療機関による支援 松澤大輔（新津田沼メンタルクリニック・ラ

イデック発達特性研究所） 

奥田朋子（ほっとすぺーす・つき） 

12 月 14 日 健康と食について学ぶ 八木三千代（キャリアデザイン研究所） 

1 月 18 日 ひきこもりの人に役立つ社会福祉の基

礎知識 

村田智美（千葉県済生会習志野病院） 

3 月 15 日 ひきこもりに関する最近のトピックか

ら考える 

奥田朋子（ほっとすぺーす・つき） 
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⑥運 営 

ホームページの充実     毎週更新 

 

メルマガの配信       登録 2７９件   年１２回配信 

 

季節ごとの広報紙の発行  年 4 回発行 

 

会 費   正会員 13 人 賛助会員４２人  賛助会員 団体 1 団体 

 

助成金   千葉県社会福祉協議会       100,000 円 

      佐倉市社会福祉協議会     45,000 円 

            生活クラブ生活協同組合   28,000 円 

      一般財団法人篠原欣子記念財団    50,000 円 

            市民ネットワーク千葉県  118,920 円 

      一般財団法人ニチレイ財団  100,000 円 

      

寄 付   現金 60 件 

物品（アマゾン 20 件、イオンギフト 1 件） 

 

事業収益    居場所料   集いの場提供事業 他 

  

 ※詳しくは会計報告書をご覧ください。 

 

●理事会 

 毎月第 2 火曜日 19：00～ 

202４年 4/９、5/７、6/１１、7/９、8/６、9/１０、10/８、11/１２、12/1０ 

202５年 1/１４、2/４、3/１１ 

 

●2024 年 4 月 26 日（金）グットガバナンス認証取得審査 

認証有効期間（2024/08/02～2027/08/01） 

 2024 年 10 月 11 日（金）「認定」特定非営利活動法人更新の審査 

 

●2025 年 2 月 22 日（土） 臼井公民館 

 NPO 法人ほっとすぺーす・つき 10 周年記念シンポジウムの開催 

 

 

 

 


